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	　　　　　　　　　　　　　　　「謎の食中毒」とヒラメ料理との関係
今年６月２２日に読売新聞の夕刊に「謎の食中毒増加中」の記事がありました。現在、厚生労働省は原因追求のために国立医薬品食品衛生研究所へ依頼し、事例収集を進めているところです。また、原因食品、原因物質不明の食中毒見ると、「ヒラメ」料理が多く見かけられます。そこで、その新聞記事の要旨と本年１月以降で「ヒラメ」料理が提供されていて原因物質不明の食中毒をまとめました。

2009年6月22日　読売新聞夕刊「謎の食中毒増加中」の要旨

　短時間で発症、回復　昨年100件超　厚労省調査へ
　食後短時間で一過性の嘔吐や下痢の症状を呈し、原因物質が特定できない食中毒がこの数年、首都圏や瀬戸内海沿岸。北陸地方で相次ぎ、地元の保健所が「再発防止策の取りようがない」と対応に苦慮している。関係自治体は「広範囲に発生している」として全国規模の調査を国に要請。厚生労働省が国立機関に研究分析を依頼し、事例収集を進めている。

　厚労省などによると、原因物質が特定できない食中毒には　①主症状が下痢や嘔吐　②食後、発症まで平均４、５時間と短い　③軽症で回復が早い　という共通点がある。

　倉敷市保健所が瀬戸内地区を除いた全国の97自治体に聞いた結果、回答した76自治体のうち54自治体から「あり」とあった。集計すると、05年度40件、06年度70件、07年度89件と増え、08年度は112件であった。地域別の３年間の合計では、東京都52件、千葉県41件、福井県33件などが多かった。

　調査を担当する同保健所では「既に知られている細菌は体内に入って増殖までの時間がもう少し長い。未知の物質が原因の可能性がある」として調査を継続する予定。

提供した料理に、ヒラメ料理があった原因物質不明食中毒（インターネットでメニューが確認できた事例）

2009年1月1日　広島県竹原市　旅館
宿泊者に提供された会席料理によって144名中47名が下痢、嘔吐の食中毒症状を呈した。料理にヒラメの刺身があった。
2009年4月8日　奈良県吉野郡　旅館
地域の総会で、旅館で昼食を午後0時30分頃食べたところ16名中10名が、午後4時頃から嘔吐、下痢、腹痛等の食中毒症状を呈した。メニューにヒラメの造りがあった。
2009年4月17日　茨城県水戸市　飲食店
宴会料理を食べた3グループ123名中26名が嘔吐、吐き気、下痢等の食中毒症状を呈した。宴会料理にヒラメの造りがあった。
2009年5月10日　神戸市中央区　ホテル内日本料理店
日本料理のコース料理を食べた7組23名中5組10名が下痢、嘔吐、腹痛等の食中毒症状を呈した。メニューにヒラメの刺身があった。
2009年6月11日　香川県善通寺市　飲食店
法事後に飲食店で午前11時から食事をした22名中7名が、午後3時頃から嘔吐、下痢、発熱等の食中毒症状を呈した。メニューにヒラメの造りがあった。
2009年6月20日　岡山県瀬戸内市　旅館
旅館での食事で13名中8名が嘔吐、下痢等の食中毒症状を呈した。提供した料理にヒラメの刺身があった。
＊：メニュー（献立）に「ひため」「平目」がありましたが、全て「ヒラメ」に統一しました。
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	2009年8月11日　山口県下関市　百貨店内の回転寿司店
回転寿司店で活ヒラメなどを食べた女性４名が下痢、嘔吐、発熱等の食中毒症状を呈した。

2009年8月30日　香川県綾歌郡　飲食店

昼に定食を食べた2名と会席料理を食べた8名中3名が、午後３時頃から嘔吐、下痢等の食中毒症状を呈した。双方のメニューにヒラメの刺身があった。
2009年9月6日　山口県下関市　飲食店
飲食店で、ヒラメの刺身などを食べた1組9名中5名が嘔吐、発熱、下痢等の食中毒症状を呈した。
2009年9月27日　神戸市中央区　ホテル内日本料理店（5月10日と同一施設）
昼及び夜に利用した人で、調査ができた4組12名のうち11名が摂食数時間後より嘔気、嘔吐、下痢、発熱等の食中毒症状を呈した。メニューにヒラメの刺身があった。
2009年10月6日　千葉県松戸市　飲食店
法事で飲食店からの仕出し弁当を昼に食べた18名中9名が、午後3時頃から下痢及、嘔吐の食中毒症状を呈した。献立にヒラメの刺身があった。
2009年10月11日　茨城県水戸市　ホテル
昼食を食べた9グループ46名のうち2グループ11名が、午後5時頃から嘔吐、下痢等の食中毒症状を呈した。提供した料理にヒラメの造りがあった。
2009年10月14日　茨城県水戸市　飲食店
昼食を食べた3グループ9名のうち8名が、同日午後4時頃から嘔吐、下痢等の食中毒症状を呈した。発症者はいずれも軽症。提供した料理にヒラメの刺身があった。
2009年11月3日　石川県金沢市　ホテル内和食料理店

夕食を食べた24名のうち5名が、4日未明までに吐き気、下痢などの食中毒症状を呈した。発症者はいずれも軽症。提供した料理にヒラメの刺身があった。

　メニュー（献立）にヒラメ料理がある原因不明の食中毒事件をまとめたものです。しかし、ヒラメが関係した症状と思われながら「刺身」と書かれている事例、他の魚介類のみが書かれている事例はまだあります。なお、公表、新聞等でヒラメ料理の提供の報道がなく、内々的に聞いたヒラメ料理が提供されていた事例は除いてあります。

　参考に、平成19年12月19日の食品安全委員会第8回かび毒・自然毒等専門調査会において、長崎大学水産学部　荒川教授から「養殖ヒラメの喫食で中毒が起きているという話がある」と、話題が提供されています。

　現場の食品衛生監視員の皆様、食中毒事件として処分したけれど、原因不明で有効な再発防止策がとれなく困っているものと思います。
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